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認
定
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
、
当
該
提

出
を
受
け
た
日
か
ら
、
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
申
請
者
で
あ
る
同
項
の
指
定
会
社
に
対
し
て
、
同
項
の
個
人
ご

と
に
別
記
様
式
第
七
の
十
三
に
よ
る
確
認
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

９

認
定
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
前
項
の
確
認
を
し
な
い
と
き
は
、申
請
者
で
あ
る
第
六
項
の
指
定
会
社
に
対
し
て
、

同
項
の
個
人
ご
と
に
別
記
様
式
第
七
の
十
四
に
よ
り
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
指
定
金
融
機
関
の
要
件
）

第
二
十
七
条

法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

復
興
特
区
支
援
貸
付
事
業
（
法
第
二
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
復
興
特
区
支
援
貸
付
事
業
を
い
う
。
第
三

十
一
条
第
五
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
安
定
し
て
行
う
た
め
に
必
要
な
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

二

法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
利
子
補
給
契
約
（
同
項
に
規
定
す
る
利
子
補
給

契
約
を
い
う
。
次
条
及
び
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
貸
付
け
を
行
う
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
。

（
法
第
四
十
四
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
償
還
方
法
）

第
二
十
八
条

法
第
四
十
四
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
償
還
方
法
は
、
償
還
期
間
を
利
子
補
給
契
約
に
係
る
貸

付
け
が
最
初
に
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
間
（
据
置
期
間
は
五
年
間
）
と
す
る
元
金
均
等
半
年
賦
償
還
と
す

る
。

（
法
第
四
十
四
条
第
五
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
）

第
二
十
九
条

法
第
四
十
四
条
第
五
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
（
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て「
単
位
期
間
」

と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

二
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
八
月
二
十
日
ま
で
の
期
間

二

八
月
二
十
一
日
か
ら
翌
年
二
月
二
十
日
ま
で
の
期
間

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
利
子
補
給
契
約
に
係
る
貸
付
け
が
な
さ
れ
た

場
合
に
は
、
復
興
特
区
支
援
利
子
補
給
金
（
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興
特
区
支
援
利
子
補
給
金
を
い

う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
第
一
回
目
の
支
給
に
係
る
単
位
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

七
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
八
月
二
十
日
ま
で
の
期
間

当
該
貸
付
け
の
行
わ
れ
た
日
か
ら
翌
年
二
月
二
十
日
ま

で
の
期
間

二

一
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
二
月
二
十
日
ま
で
の
期
間

当
該
貸
付
け
の
行
わ
れ
た
日
か
ら
同
年
八
月
二
十
日
ま

で
の
期
間

４

前
項
に
規
定
す
る
期
間
に
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

一

当
該
申
請
を
補
正
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

二

当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
の
内
容
を
変
更
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

三

当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
に
係
る
審
査
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
資
料
を
追
加
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
指
定
金
融
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

不
正
の
手
段
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
金
融
機
関
が
復
興
特
区
支
援
貸
付
事
業
の
適
正
な
実
施
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

６

内
閣
総
理
大
臣
は
、
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
当
該
指
定
の
取
消
し
を
受
け
た
も

の
に
対
し
て
書
面
で
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

７

内
閣
総
理
大
臣
は
、
指
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。
告
示
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き
又
は
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
復
興
整
備
計
画
の
作
成
等
）

第
三
十
二
条

被
災
関
連
市
町
村
（
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
災
関
連
市
町
村
を
い
う
。
次
項
、
第
三
十

八
条
及
び
第
三
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
そ
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
が
法
第
四
十
六
条
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
地
域
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
、
復
興
整
備
計
画
（
同
項
に
規
定
す
る
復
興
整
備
計
画

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
四
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
地
域
に
該
当
す
る
地
域
を
そ
の
区
域
と
す
る
被
災
関
連
市
町
村
（
同
項

第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
地
域
に
該
当
す
る
地
域
を
そ
の
区
域
と
す
る
も
の
を
除
く
。）は
、
同
項
第
一
号
又
は

第
二
号
に
掲
げ
る
地
域
を
そ
の
区
域
と
す
る
被
災
関
連
市
町
村
等
（
法
第
四
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
被
災
関
連

市
町
村
等
を
い
う
。
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）か
ら
の
要
請
を
受
け
て
復
興

整
備
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
土
地
利
用
方
針
の
記
載
事
項
）

第
三
十
三
条

法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

復
興
整
備
計
画
の
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
基
本
的
方
向

二

復
興
整
備
事
業
（
法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
復
興
整
備
事
業
を
い
う
。
次
条
第
二
項
、
第
三

十
五
条
及
び
第
三
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
お
お
む
ね
の
区
域
を
表
示
し
た
縮
尺
二
万
五
千
分
の
一
以
上
の
地

形
図

（
復
興
特
区
支
援
利
子
補
給
金
の
支
給
）

第
三
十
条

指
定
金
融
機
関
（
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
第
五
項

に
お
い
て
同
じ
。）は
、
法
第
四
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
復
興
特
区
支
援
利
子
補
給
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
前
条
に
定
め
る
単
位
期
間
終
了
後
十
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
八
の
一
に
よ
る
申
請
書
に
次
に
掲
げ

る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
復
興
特
区
支
援
利
子
補
給
金
に
係
る
貸
付
契
約
書
の
写
し
及
び
こ
れ
に
係
る
償
還
年
次
表

二

前
号
の
貸
付
契
約
書
に
係
る
償
還
が
当
該
貸
付
契
約
書
で
定
め
る
貸
付
条
件
ど
お
り
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

証
す
る
書
類

三

そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
申
請
書
及
び
添
付
さ
れ
た
書
類
が
適
正
で
あ
る
と
認
め
る

場
合
に
お
い
て
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
復
興
特
区
支
援
利
子
補
給
金
を
当
該
申
請
書
を
提
出
し
た
指
定
金

融
機
関
に
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
金
融
機
関
の
指
定
の
申
請
手
続
等
）

第
三
十
一
条

法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
指
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す

る
金
融
機
関
は
、
別
記
様
式
第
八
の
二
に
よ
る
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
内
閣
総
理
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表

及
び
損
益
計
算
書

三

指
定
に
係
る
認
定
復
興
推
進
計
画
の
作
成
又
は
そ
の
実
施
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
地
域
協
議
会
の
構
成
員
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
書
類

四

第
二
十
七
条
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

２

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
、
既
に
他
の
認
定
復
興
推
進
計
画
に
係
る
法
第
四
十
四
条
第

一
項
の
指
定
申
請
手
続
に
お
い
て
提
出
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
記
載
事
項
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
申
請

書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
て
当
該
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
申
請
書
が
そ
の
事
務
所
に
到
達
し
て
か
ら
二
十
日
以
内
に
、
当
該
申
請
に
対
す
る

指
定
に
関
す
る
処
分
を
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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